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「(仮称)地下鉄８号線沿線まちづくり構想」策定に向けた 

現状の報告と予定について 

 

 

１ ワークショップ【報告】 

①委員について 

・委員全体合計人数（1グループ 10 名×5グループ＝合計 50 人） 

・公募に対する応募者数（応募者数：146 人 公募期間：5/16～6/16） 

・公募選考結果人数  （5 名×5グループ=25 人  結果通知：6/30） 

 

②実施概要について 

第１回 地下鉄８号線沿線のまちづくりに期待することや想

い、各駅周辺の魅力や課題ついての意見交換を行っ

た。 

７月２３日(土) 

・豊洲 IHI ビル 

・オンライン 

・書面 

まち歩き 

(自由参加) 

第１回目の意見交換を踏まえ、各駅周辺の魅力や資源

等について、まち歩きをしながら確認する。 

第１回 

～第２回の間 

区内各駅周辺 

第２回 第１回目の意見交換やまち歩きを踏まえ、延伸がまち

に与える影響や各駅周辺で目指す姿を考える。 ８月２７日(土) 

東川小学校 

第３回 各駅周辺の意見をとりまとめ、沿線全体で目指す姿を

描くとともに実現に向けた取組みを検討し、まちづく

り構想へつなげていく。 
９月１０日(土) 

イースト２１ 

  

 ２ アンケート分析等（案）について【意見聴取】 

   単純集計・クロス集計・全体総括（分析）の手順でとりまとめを行うこと

を想定している。（集計、分析(案)は P3 以降のとおり） 

なお、紙面アンケート（6/10～6/30）の７月２５日現在の回収率は、

25.2%(1,766/7,000)、Web アンケート（6/21～7/11）回答数（区内 1,392／

区外 63）件である。 
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３ 区民まつり出展について【意見聴取】 

１０月１５日及び１６日の２日間、地下鉄８号線延伸の概要や機運醸成イ

ベント、パブリックコメント、構想(素案)説明会の事前告知等を行う予定。 

 

４ 機運醸成イベントについて【意見聴取】 

・日程：１０月２９日(南陽小)及び１１月６日(豊洲西小)の全２回（予定） 

・内容：区長挨拶 

学識経験者等による基調講演 

区民の意見等を語っていただくブースを設置(意見ヒアリング) 

ワークショップやまち歩きの成果報告、映像上映 

沿線マップの作製 

小学生への出前講座成果報告 

 

５ 今後の意見聴取案件について【報告】 

・１０月１９日 ：第３回 地下鉄８号線沿線まちづくり検討部会 

    「構想(素案)たたき」の報告と意見聴取 

・１１月中旬 ：第４回 地下鉄８号線沿線まちづくり検討部会 

    「構想(素案)」の報告と意見聴取 

・１１月下旬 ：第３回 都市計画マスタープラン 2022 推進会議 

「構想(素案)」の報告と意見聴取 

・Ｒ５．２月中旬 ：第５回 地下鉄８号線沿線まちづくり検討部会 

    「構想(案)」の報告と意見聴取 

・２月下旬 ：第４回 都市計画マスタープラン 2022 推進会議 

「構想(案)」の報告と意見聴取 
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構想策定に係るアンケート集計および分析（案）について 

 

  アンケートのとりまとめは、単純集計・クロス集計・全体総括（分析）の手

順で行うことを想定している。 

 

１ アンケートに係るスケジュール  

 ６月３０日 紙面アンケート回答締切 

 ７月１１日 Web アンケート回答締切 

 ７月２１日 第２回地下鉄８号線沿線まちづくり検討部会 

 ７月２７日 第２回都市マスタープラン 2022 推進会議 

 ８月２７日 第２回ワークショップでアンケート結果を活用 

 

２ 単純集計（例） 

問 10 地下鉄８号線（有楽町線）延伸後に最も利用すると思われる駅は（単数回答） 

 

 「延伸前と変わらない」が 34.8%と最も多く、次いで「豊洲駅」が 16.9%、「東陽町

駅」が 13.9%、「新駅②」が 11.1%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（N=1,537） 
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問 15-2 地域の拠点としてあるとよいと思う新たな機能を教えてください（新駅①）（複

数回答） 

 

 「飲食店・カフェなどの休息・休憩施設等の機能」が 24.9%と最も多く、次いで「日

常の買い物ができる商業機能」が 23.2%、「病院・診療所などの医療・福祉機能」が

15.9%、「自然や緑とふれあうことができる地域交流機能」が 15.6%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（N=1,537） 
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３ クロス集計（例） 

問 15-2 地域の拠点としてあるとよいと思う新たな機能を教えてください（複数回答） 

 

① 年齢とのクロス集計（新駅①） 

 

 年齢別で見ると、「飲食店・カフェなどの休息・休憩施設等の機能」や「日常の買い物

ができる商業機能」の割合が高いなかで、60 歳以上になると「病院・診療所などの医

療・福祉機能」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 
・今は通り過ぎるだけの場所なので治安が不安。人が通るところがあれば 
・喫煙所 
・レンタルサイクル 
・シェアサイクルのポート。不便な場所なので 
・地域の独自性を打ち出す景観 
・駅をつくるメリットを感じない。 
・ＪＲ潮見駅とつながれば便利だと思う 
・駅名を東豊洲に 
・閲覧席数の多い図書館館内にカフェやレストランがあり、パソコンも使用できる場所が

あると良い 
・地下鉄延伸に伴う人口増加などの対応が必要。今の歩道道路では無理では？ 
・ファミリー向けの飲食店 

（N=1,537） 

 

 

 \ 

 \ 

 \ 

 \ 

 \ 

 \ 

 \ 

 \ 

 \ 

 \ 
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問 16-4 地下鉄８号線（有楽町線）延伸に伴う豊洲、東陽、住吉及び新駅②周辺のまちづ

くりにおいて、特に重要と考える取組みを教えてください（複数回答） 

 

① 年齢とのクロス集計（新駅②） 

 

 年齢別で見ると、全ての年齢において「震災・水害に強い強靭な都市空間づくり」の割

合が高くなっている。なお、30～34 歳では「憩う人や訪れる人が快適に過ごせる歩

きたくなるまちづくり」の割合も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 \ 

 \ 
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 \ 

 \ 
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クロス集計項目 

クロス項目 目 的 

問 1（年齢） 

× 

問 12 

（居住地域

の満足度） 

⇒35 問あ

り 

 まちづくり課題の明確化及びまちづくり

の取組み検討の基礎資料とする。 

問２（居住地域） 

問 4（世帯構成） 

問 5（居住年数） 

問 10 

（延伸後に利用する

駅） 

問 1（年齢） 

× 

問 15 

（新規導入

機能）※ 

⇒各駅ごと 

 各駅周辺のまちづくりの取組み検討の基

礎資料とする。 

問２（居住地域） 

問 4（世帯構成） 

問 5（居住年数） 

問 1（年齢） 

× 

問 16 

（まちづく

りの取組）※ 

⇒各駅ごと 

 沿線地域及び各駅周辺の目指すべき姿及

びまちづくりの取組み検討の基礎資料と

する。 

問２（居住地域） 

問 4（世帯構成） 

問 5（居住年数） 

 

４ 全体総括（分析）の想定イメージ 

分析結果 根拠（設問） 

●豊洲駅周辺では、臨海部の玄関口として、交通結節機能の強化を見据えた、水辺環

境を生かした交通機能の充実が求められている。 

 ・地下鉄８号線（有楽町線）延伸後に最も利用する駅として

「豊洲駅」と回答のあった世帯のうち、「まちの水辺と

緑」の満足度は高い。 

・地下鉄８号線（有楽町線）延伸後に最も利用する駅として

「豊洲駅」と回答のあった世帯のうち、「南北方向へのバ

スや鉄道等の利便性」の満足度は●割と低い。 

・豊洲駅において、地域の拠点としてあるとよいと思う新た

な機能として、「水上バスや自動運転バス、次世代モビリ

ティなどの新たな交通機能」と回答した割合は●割と高

い。 

・自由意見では、「豊洲駅に水上バスの充実」を求める声が

多くあがった。 

・問１０×問１２ 

 

 

・問１０×問１２ 

 

 

・問１５ 

 

 

・問１３ 

●新駅②周辺では、土地利用転換に伴う地域の拠点性の向上が求められており、特に

商業機能の充実が求められている。 

 ・地下鉄８号線（有楽町線）延伸後に最も利用する駅として

「新駅①」と回答のあった世帯のうち、「身近な商店の充

・問１０×問１２ 
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分析結果 根拠（設問） 

実など、日常の買い物の利便さ」の満足度は不満が●割と

高い。 

・地下鉄８号線（有楽町線）延伸後に最も利用する駅として

「新駅①」と回答のあった世帯のうち、「開発などに伴う

地域の整備状況」の満足度は不満が●割と高い。 

・新駅①において、地域の拠点としてあるとよいと思う新た

な機能として、「日常の買い物ができる商業機能」と回答

した割合は●割と高い。 

 

・問１０×問１２ 

 

 

・問１５ 

●東陽町駅周辺では、伝統と未来をつなぐ核として、地域のにぎわい再編が求められ

ている。 

 ・地下鉄８号線（有楽町線）延伸後に最も利用する駅として

「東陽町駅」と回答のあった世帯のうち、「文化センター

など文化・集会施設の整備状況」の満足度は満足が●割と

高い一方で、「身近な商店街のにぎわい」の満足度は満足

が●割と低い。 

・地下鉄８号線（有楽町線）延伸後に最も利用する駅として

「東陽町駅」と回答のあった世帯のうち、「まちづくり活

動や地域のお祭り・行事」の満足度は不満が●割と高い。 

・東陽町駅周辺にといて、地域の拠点としてあるとよいと思

う新たな機能として、「地域活動ができる会議スペースな

どの支援機能」と回答した割合は●割と高い。 

・問１０×問１２ 

 

 

 

・問１０×問１２ 

 

 

・問１５ 

●新駅②周辺では、自然環境の保全と水害対策が求められている。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ 

●住吉駅周辺では、区内外から多くの人が訪れる拠点として、商業・生活利便機能の

充実による拠点性の向上とあわせ、誰もが使いやすい交通結節機能の強化が求めら

れている。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ 

 

全体総括（分析）結果と「江東区都市マスタープラン 2022」に示された【拠

点の方針】を照らし合わせる。 

方向性が一致していれば、都市マスに示されたまちづくりを基本とし、近年

の動向をふまえた取組み等の追加について検討を行う。不一致の場合は、新た

な拠点の方針や取組み等について、ワークショップの中で検討を進める。 

 


